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51.序論
NaCA壊乱ももつ Ce70ニ'7タイ ト′ceX(A-～,P,AsノS♭,e;) の う ち Ce.S♭,
ceB.tは･非韓 に 襲尊な剛 性を示すここで･こ理嶺衷及び東廟 象に大王も摩疎を
与ん て 乞た ｡そ れ らl硝 戊 性錦威 t･の檀凝塊分乳 LS葬韓 に･ト三､､が
(B･'ree- LetaA.,L173)､碓序正隆で は I LOOlユキ向 に昨韓に纏 い魂 長 里方性 を
碑 ち(Bay一山 n･ttdR･,IM+,)llS)･禎線福娘象相図も暮す(Rossdt-H･LSXodAaL･,,仰,I
Fl5んer.tu t,I仰 )｡最血､銘々の理嶺 ゲJL - 70は ･これ らの 異常な ふ Sさい
も藷唄う 3 p-i心句 れdd (71ik久払S人idAA.,/M ユ ) と埠増 して い る ｡ 掛 こ.
破序正隆と I手･強 いp-手心 毎 に より､血 cAbdJ が~大 ま く 5人J‡tL･ん追敷
が 堵如 し ､oF恥 か♭托 r で も も し予言 している｡
一 方LH 脅す乞拷たないLa7ウニクタイ トの電子練達 J3､長谷Ilo'/rンド
L的好くHase3- ′/WO)Lこぶ○確論的耕喪が行なわれている｡ しか し.希土頼
1'ユウタイト,カIレフですイドi通 じてみ て毛.1れ こ何位 イさ7工 /Lミ面の
史廉的甜嚢 lt皆無であ,T:｡
庇 ,てガ 々L3.久下 d)2,点 か･重曹ガ と 弟え.々 1ヨ I8LLiSb , Ce,SbのdQ.Hoas-
tnn舶〆れ (以 下dHyA乙含ま1)観象も利 息 したので級 曹する/St'1"k･tetaA･,Iq叫
t) 果卑液 性も禾寸CeS♭,CCB･1の化ferckci糸乙してのLoLSb′LAβJの7fJLミ面
も久解約に朗らかにイ 各｡
rt.) 翼卑級性も示 iCcSb,CeβJtの75IJLミ面を東廉 恥 こ明 らか こ13 こ と ･三よ
り､p-ずれふ辱 叫かdee の東廃的穣謹皇イ石｡
卓2.､東凍 石法
州 vA桝 県による頼朝線 化o)風軸から. 7L)Lミ面o)凍 埼 Ll奮孟fs篠塩析
歯根 か夏iる｡徒 ,七･威喝の角丸亀存性 より ,プLJLミ面o)形五泉東 的に五
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め るこ とか､で 乙 各 ｡
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(xlOl2i-2) Fig.2. TheFourier 亡rans-
fom o王da亡a in
Fig.1..
Ftatl′Fr各･2･･げ そ九 で 九 .破端も〔/ooj方向 1:平行 にか(1T1時 の州vA知見
lこよ る , ク･､十 IL象 が ､ t の 7- リエ 変強 で為 さQ F;5､1の ∫-の顕 葛なと･-
クのうう (p-Le)乙名イ寸けら 九 七4っ01とけ- ウ 挿 ･ t4 -ク(4)と鳥絹,faの硯礁 lこ
乱ん る｡ しか し･ (81のtP- ラ /Sl4)のC9-ク よ t)大 王 ( ､ it.Fl3､3乙･､威喝も
(OOJ)面 内で侶転 LT:時､ ピーク(a),lQ)の 角亀依 存陣 が 異な ,て いる.従っ
て と'- ′7lG)は ピー ク (勾L l手独 i d)も 句で ､偲軌 14 LJOOユ方向 でt:O-ク(A)り
secoyt^ kmOhtC.～ 乙 重な,て いた 0)で4)各｡
Fl各.ま t古･(Oof)包内 で級鳴 音向七 史i,て,=Rl直 し . 極値断面埠 の角直胤を
はも1.ロ ･ツト した も dlで 濁 る｡ tLOO一考向 で 0)神 立な C.- ク (a)･(8)だけ互息
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い カ､け､ もれ r れ が か ♭川,tCL , p-如 hCL ･こ対 応 し1 い る ｡ よで､p-by'糾 CA･)i
1本 のbhAhCい ､主材t).角丸変化Q.･Ii と し こ.､1+Tいことかう t l7ふ L二品 L) ･ほ
甘蔚 うL:並い7工ILミ面 4､5 の寄与で 為る｡jklこ･ 〆･, d ユーbrylhCL t3･･tI/0〕
軸 で ､- に縞追 し､角の角息 で は 2.- ,こ/D'かれ て い る ｡ こ九 E3TA以クい こネ
る ア壬 )L ミ面 か;0)寄 与で濁 る ｡ げン 再 †首･:S さと ･｢息 - 羊5 っ のん必
面 が ､3つ 0)X主､ミ は泌cbt-面か塙 存i3 乞 して ､l寄 o 徒 -て ､功､々 JSd.,
山 -brqn｡LlもX息 の遁あ れ 嶺 カ､S o), p-的 h両 p 良の如eL商う､; の 凄うでろ
る 乙 判断した.X真､｡払あれ魚 が ､ △軸 着向 lこ回転 軸 七 も - ､凱転私 1滴 で も
う と幽 し ､叫 1-♭,hcA,i:be5t如 し,=東嶺 絹 し て 為 る ｡ 碩嘘 Iい ､･､ニ ドfT
貨 か5古川 られ う串良変化与,11 0付､ント､il針 こよる7})Lミ面 '3･Ef紫楕 円碑
かう i こ しT れ て △如 上 血 櫓 で-1 さ乙小く伸 打ているが ､d2-b仙hCLのい003軸
作並 の千一一 /Pが得 られ 1i か 7 た 七 め ･= ､ こ の仲 bLt/さま乎伸 で きな い が､ こ07長､
6R
を醸 けtatL､Iヾ､-/ ド号摘 t東躯ts非帝 lこ良く一雛 している｡
7人上の鮮泉も根武断 こたわしTtqi､一Frg･今 でLある o え後 IJ東新か;､破線
tさスピ ン赦 息相 互薙 凧を入れTjい lrン ド封 嚢 か う安 めた7s JLミ断面 を表わ
i･確 い スピ ン動産粕を桐 の1ldh 亨に弗｡P水 髄 からな,て いう｢点 の
vaRkce･♭aJ o)う う 宮山トtetJニ3/A StAte･ ,よ.do仏♭Iet ∫-I/1,払teよりも ､釣
oJ 6VTfけ高 くTi 7 て いる･ 撮 って･息も ′卜王 も Aoa面 d'Fk- ･'eherayよ り 下
i-ShLlk Lt頒ん ､務㌦ r=･トェい肴 ｡舶 (eL押 ん&)@ 豆親御 したと藤袴と乏
a.
coTLdALCttOyteRLCh- 扱 l古史験 から回転穐 pl体 を伯 直 して ･0.OlS/LA,ド ン ド
ミヤ唱かS得;九もム細 工0)仲t'･せか んて0､01/LAY.なL)､好 も ヂ JLi塵 取 ｣
1･一時O-Al- 乞ble掛 i 曳巌 の p-bm hCLが -いdeee^erateこ し て 0､003訂/sb とな
る ｡ 一号､放 免線鋸 のセ東 (包met止,L叩 A ) か 巨 L4Sbはcon血おれ aL由れ れ
扱t･瓜 cJLんん教か瑠 しい 紬 J 恥taAで 為 る こ乙 Q･わ か っ てい る , 従 ,て ､さ
い こ備確 で数億大王硲 ん&(hA竹ん&鳩 の存 在が子離 れさが ･令 々 の史観
､こl与 み ;れ Tij､ ィ た｡私立.スじhン動逢相互解離 考慮 した′ヾンド針貸 す一4,'
≠ わ れl-がrHqs呼 WA'J1才1).tれ t･の対をて一み さと ､小tTi払 包4)憂巌 ､
増穂 の一雛 rさ良 い こ と が わ か , rl.
善4.CqSbの州vA効果
軸5 1各･砲喝もLl00つ舌lFlに上れl
蛤からL4fk年it･か け r1時 のdHvA如
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F恥6は (Oof)を内 Tの格瑠 麻包鴇 の声も俺 各性
急右1｡ 終息食化 C,照 ､鳥掃,=&戚甥,言い才粂んる
乙匁乏1i篠億断面端 正分が非.# L二心三､､た5'.今 ..
垣 lさ い 001方向 の(e)I (i), (守成 /'i息如 略 して .Ja), 9･0
(a)エフのCh一 ウ1;'､1 も追 い が ETt . t30- 〟(叫 はd-
8.0
7.0
b,山 ･- . ヒ･-/7- 1p-by- Lに如 JTc1 --を･〆-.?: 6.rqI
b恥 GL に 比 へ･ . p-h hんは熊韓L-_フーリエ 戒 窃qt卜…5.0
い ､11めIでラJ,各が多く ･露 千の栄 養lさやもも得
<工.0
30
稚 い.しか し､ いOOユ方向 で l つに紹過 し.化 ･)
2.0
角良 で '与PりP1- ､ラ 2･つ d)bmML lもSPH'tしてや t)､ 1.0
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く100) ∂(degrees) く110〉
乙糸 ん るop-ら- cLlこ引 いた東 銀 は tX息 の山 川Fig_6_ Theex亡r蝕alcross一
面 に対 し て LASbの脇あれ 面 こ何 L･曲 孝 七 i7 た回 SeC亡ionalarea of亡heFermi
surfacesasafunctionof
赦禍 円確 tして並収 LTi喝のiitt八g CtLYYe も 泉 ｡hefielddirec亡i｡n｡n 亡he
わ して いろ が ､ あきL) 良い一敗 Lさイ写られ 屯い , (001)plane forCeSb･
この夜風t Lて こtOOl血傍で雀いOL一打叫GLtの干渉和 泉 カで毒i,られ る｡この
p-b仙～cL･Lこ現 し1 .才､今 後 そうにラ主も凍 い測 定が典要で 凍る｡
一 方 ､ -/'T､1ル絶息Q)一番線いd-br叫CLIい さ. L久Sbl観測乞れ 1.･か,1'Tt
もT&碑徴 が見 られ る｡ 牛丸 は ､a-bmnckか･EtOoユ為向か5 lIIOj 方向 へ舶
3ち○ィ噴 いfitこ う･U餐怒 硝 乙 てしきゥた鼻で-4)香 . とか は 叩さか tこ nLCLa)7i
JL･ミか こよ bもので あさ｡ しか も こ0)- 逓 I3kS♭で/Jr3一存tす､.cesbて･初め
･t･/i ビ1こものである｡ そ こ で､〔/00〕百両 も軸 とした射良の且 三の)召筒Z･頭取
し't､d･-bran孔 に t･､ttlh9L tTlq が-東銀 で為る｡ iT&わう､d-♭相 加LIlよる
7LLミ由 P.i-とloOユ軸 乙キ･1,-7TJ軸JLもつ四滴胡卓で､約 330傾 し､たここうで息/こ
FJ が ,f･_仰 CiyJTi.,てい る.
間亀 L各L45bて一.各組勃 i れ liい叱CAがlLでCeSL㍗観劇 三九fLか｢こ重 きQ
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一方･裁1Qの王宮鶴 ク●/i - 1.が絶唱 Lた p -fnLhi
九的kA で はAQ&歯がム如上で仰CLを つ く6と稚碑
L t lli Q
絶 って.銘 々 lふよ-b仙 u丸 o'7tLCkがp-fれん竹 Jり
って 生L･たわ&面 の仙A lr こ 判PTした｡
以上 をsdQn4i'c I- 五日 )たのか Fl才17である｡
破 線 L各日J:Vlの基別大熊て10011号向を量与化
如 乙 した とまo)㍗-f伽袖 にか )iL;ftした Ldence仏
WT面 i灸わ1.五経 lさ集線 釦淑髄 の んム 断面 五泉
わ1.d一brA,LCんによ る仰ん Ii勿れた 車線 でもbt




叱ck.もp-S叫 仰JAe 皇女絹 1る丸まなう丘鍵でもi . まう ′こ}'#･滝 本坪を改
I
良 して､P点､付並o)たき松組 面色観刺1る滋車 があると 考Lう入る.また､
×点､乞ヤ･ヾ乙した Lq顔楕円体恥Oheも針b伽Chlこ適用した増のC仇血ふん払
亀 乞 .東銀で各 し･t弱る ｡co71人払 &あ-数 ･さえ巌か3上ii:C)官吏不貞円体長bk.･
" 'ン綿過 を絶息 して0.014/cc ,瑠璃でI3釣0.07/eeがう護iJtる .一着､磁
軸卑o)竣促(S的etd,/絹 之 ) てIT-40､0`ク/cer あさとしている. ま うJこ､虚 長
路続の爽廉 (sehldd.,I/qTl)よ･).ん且と払 の尊如 t･等 しい こ こ が 4,か, て
いさ ので .粛 々が濁 たp-bm止 の止品-数 .各島 を リ にi･トこい とまあ1Jさせ
絹 ない ｡経 ,て .よ り へ 乞 屯払 面 がネ観細 り よき であ S こ と Ll 盆石. こ
の息 lこ イ い て . よイ C｡仙 也叫 .u lo～lこよ L)･ cenda BqJ が ヤ 5P/I"/
ん-′岬ん(二号FL;iL､あれ SF;～BAMJが今@敵 lされTl乙考 と 号 . とに も か く に
も･p-♭-止 に 蘭 LtLgL6線 よt)績慈Ti讃性 が喜菅で為さ.
善言.解諭
～) LASbの払 ht.面 Q)うう ･秘 仏 細 .C肌山並ふ舶 - 奄 qr級別 ミれ Iでンt:
余 業 乙の 良 い一軌 も afl' : 乞 い こ､RA4Nr心細 の(3-riが 予測 でLきる.
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Iti) ces♭りFG山 南 のう ち､V払 叱ん&t; よ を舶止が鋭 利 与れ ､p-f祐ふ7伽oM
の兵庫 錦サオ:-トレね各0
1rI) .今ta庵略 し1こか 笥強 7ht/a" 剰えQ･今後_り藷盛で 為る. こ のFpL=I,& して .
晩(,､朕'LO)そイ血を為 q 乙蓮 d)‥ ､各 .((a)～(C))
(a)温良105k3･L･TITt､､仙A如写 り ･tkAot線 幅 を丸 ま <日 ､5/V比£大 き
く 1 み . (b)ぅiThEの絶息 i,:k良1含 もうl~ク の要 田 で 為 さ へ･･ソ セ ′し筒攻Jl(lf
ズFこk/Ht)i操 作 i ろ . っ 各 リ ･ 31が姥勧間数 で･あ さこ 乙乞列席= て変蘭越壕
の線極 右 と静釦 鳥目.の包皐 の比と一息 l 像 5.礎 急 の射 丸数正々F.I7g･./Jを
-んれ止 す各｡tc)(&)Y-も鳩豆 1 各が･C叫 A L:制御土色･ そ ら Jこ分 3 で データ










J仙kl･,T･,kL't久2AWA,礼,I-′H･,09urO,丁･,SHぬ,Fl･,YAWe′^･oJ KASqy4,7･,Proc･エ^ t･Cob(eyeA哩 of
iie･C･trm･.LaMistmctLAa.輔ect I.AIe/ectyvyLSySt- WyoC/OLO伽 IdnF/
T如 し拓 ,H･,TA廟 kr% )に･,Y川 4St,A･仙4 1(a叫 4' 丁 ･' 春材東食亀も (t印1)
SLr久ノT4･,Sは "kiノT･ 0-よ払 S叩 ノ丁･,本石絹 合従を (Lqgヱ)
心 e5-久ノA･ , 木材棄hzl従え 冊 官ヱ)
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